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近年の 日本に お ける 日射量変動 に及 ぼす 高度 別雲量 ・雲形 の影響

牢 野史 睦 ・林陽生 （筑波大学生命環境科学研 究科）

1
， 背景

　地 表 面 日射量 は
， 放 射収 支 ・熱収支を考 える 上

で 重要 な要素で あ り，またエ ネ ル ギ
ー

資源 の側面

か ら もそ の 把 握 は 重 要 で あ る ，Norris　 et　 a1．
，

（2009） は
，

1．1」 国 と 日本 に お い て 大気 中の エ ア ロ

ゾ ル な ど に 起 因 す る と さ れ る Global

Dimming ／Brightening が 地 L観測 デ
ー

タ か ら 確

認で き る こ と を 示 し
， 加 え て ，1990 年以降の 日本

に お ける 日射量 の 増加 には，雲量 の 低下が寄与 し

て い る 可能性が ある こ と示 唆 し た，雲 に よ る 日射

の 減 衰効果 は 雲 量 だ け で な く ， 雲形 に よ り異な る

ため （高野 2006），近年の 日射量変動 に対 す る雲

の 寄与 を考 え る 上 で ，雲形や 高度別 に そ の 減衰 効

果 を考 え る こ とは 重 要 で あ る，

2
， 使用デ ータと手 法

　全 天 口 射量 ・
雲量 は 切 断 が 無 い 気 象 官 署 77 地 点

を用 い た．雲形データ は
，
62 地 点にお い て，地 上

気 象観測原簿に 記載 され て い る 3 時間毎 の 「雲の

状 態一1 か ら雲形毎 に 区分 し た ．雲形毎に観測 回 数

に 大きな差が あ る た め，観測頻度 の 極端 に少 な い

雲 形 は除外 し， 高層雲 （Ci，　 Cs），中層雲（Ac），下層

雲 （Sc，
　St

，
　Cb

，
　Cu ）の 計 7 つ に分類 し，また，各

高度 にお い て 「雲無 し 」 をそれ ぞれ，HO （高層雲）
，

MO （中層雲），　LO （低層雲）とし ， トレ ン ド解析 を行

っ た．解析期間は 1990〜2007 年 で ある．

　雲 に よ る全 天 日 射 量 へ の 寄与 率を求め る た め，

観 測 され た雲形 と 日射減衰率 （1 一観 測全天 日 射

量1推 定全 天 日射量） との 関係 を求めた，時別 の 推

定 全 天 日 射 量 は ， Lingamgunta 　 and

Veziroglu（2004 ）で 構 築 され た快晴 日 に お け る地

表 面 U 射量推定手法か ら求めた 日積算 全 天 目射量

と，清野 （1985）に よ る 全 天 H 射量 の 日変化 関数 と

を 組 み 合わ せ る こ と で 推定 し た ．1 時 間当 た りの

積算 目射量 の 推 定値 と観測値 との 割合か ら 日射 減

衰率を地点毎 に求 めた．
　　　　 5

3
， 結果

　7 つ の 雲形 におけ る 日射減 衰率は （図省略），高

層雲 で は データ の バ ラ ツ キ が 大き く，日射量 の 減

衰 に対す る雲形毎 の 明確な差 は見 られ な か っ た ，
一

方 ， 中層雲の Ac や 低層雲 の Sc，　St は バ ラ ツ キ

が 小 さ く，減 衰 率 も高層雲 よ り高か い こ とか ら，

中 ・低層雲 が 比較的 日射量 の 減衰に影響 を して い

る可能性 が考 え られ 、高野（2004）と も矛盾 しな い

　全天 日射量 ・雲量 は，共 に 季節に よ り変動に地

域性 が 見 られ，負 の 相関が あ るも の の
， 年平均値

で は明確 な関係 性 は 見られ なか っ た．高度別雲 形

の 変動を見 ると，東北地 方 に お い て MO
，
　LO の 割

合 が 減少 し て お り，そ れ 以外の 地域で は統計的 に

有意で はな い もの の
， LO が減 少 し MO が 増加 し て

い る こ とがわ か る （図参照）（高層雲 は 全 域で 減少 ），

っ ま り、多くの 地 点 に お い て 雲量 の 年平均値に 明

確な トレ ン ドが 見 られ なか っ た こ とは，低 ・高層

雲 が増加 して い る の に 対 し
， 中層雲 が減少 し た た

め と考え られ る ，
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図 ， 中 ・
低層雲 トレ ン ドの 空 間分布 （1990 −2007 ）．

MO ： 中層雲な し，　 LO： 低 層雲 な し ，△ ：増力「「，▽ ：減 少 ，
灰 色 は 95％ 有意な地点を示 す。
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